
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：枚方市総合交通計画策定調査業務 

 

 

 

 ２ 調査主体：枚方市 

 

 

 ３ 調査圏域：枚方市圏 

 

 

 ４ 調査期間：平成 28年度～平成 29年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

人口減少と超高齢社会の進展を背景に、平成 26年度にはコンパクト＋ネットワー

クをキーワードに「都市再生特別措置法等の一部を改正する法律（平成２６年法律

第３９号）」や「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部を改正する法

律（平成 26 年法律第 41 号）」が施行され、行政と住民や民間事業者が一体となっ

て、福祉や交通なども含めて都市全体の構造を見直すことが重要とされた。 

枚方市においても、人口減少と超高齢社会が進展するなか、公共交通事業を取り

巻く環境が厳しくなると予想されるが、コンパクトなまちづくりと連携した地域公

共交通ネットワークを確保することで、地域の活力を維持、強化していくことがで

きると考えられる。 

よって、本業務では、持続・発展を可能とする集約型都市構造の構築に向け総合交

通計画を策定するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：枚方市総合交通計画策定調査業務 

 

 

 

 ２ 報告書目次 【案】計画策定は平成 30年 12月予定 

   

I 総合交通計画のめざすもの  

１．総合交通計画とは  

２．どうして総合交通計画が必要なのか  

II 枚方市がめざすまちと交通  

１．枚方市のこれからの都市づくり 

２．こんな交通まちづくりをめざします  

III 枚方市の交通のこれまでとこれから 

１．枚方市の概況 

２．これまでの枚方市交通の変遷  

３．枚方市の将来の変化  

４．枚方市の交通の現況  

５．枚方市の交通の課題  

IV パッケージで取り組む交通まちづくり  

１．基本方針１ みんなで考えささえる交通まちづくりの推進  

２．基本方針２ 誰もがおでかけしたくなる交通環境の実現  

３．基本方針３ 未来へとつながる交通基盤と生活環境の構築  

４．施策パッケージのまとめ 

Ⅴ 交通まちづくりを推進  

１．施策の評価  

２．推進管理体制  

参考資料  

①ひらかた交通まちづくりワークショップ  

②枚方市の交通に関するアンケート調査  

③「枚方市総合交通計画」策定の経緯  

④用語集 

 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

氏 名 所 属 分 野 

【委員長】 
土井 勉 

大阪大学  
ＣＯデザインセンター 特任教授 

交通計画、 
都市・地域計画 等 

【副委員長】 
猪井 博登 

大阪大学大学院 
工学研究科地球総合工学専攻 助教 

北川 真理 株式会社 計画情報研究所 

長澤 卓夫 
西日本旅客鉄道株式会社 
近畿統括本部 大阪支社 総務企画課 課長 

公共交通事業者 
（鉄道、バス、タクシー） 

定藤 誠一郎 
京阪電鉄株式会社 
経営企画部 課長 

平尾 輝樹 
京阪バス株式会社  
経営企画室 課長 

谷川 嘉規 
一般社団法人大阪タクシー協会 
日本タクシー株式会社枚方・寝屋川総合営業所 所長 

福島 克章 
国土交通省 近畿地方整備局  
大阪国道事務所 北大阪維持出張所 所長 

道路管理者 
（国道・府道） 

福島 健二 大阪府 枚方土木事務所 技術次長 

中畑 裕文 
大阪府  
枚方警察署 交通課 課長 交通管理者 

（公安委員会） 
松本 善太郎 

大阪府  
交野警察署 交通課 課長 

太田 裕之 
国土交通省 近畿地方整備局  
建政部 都市整備課 課長 

交通政策 
（国・大阪府） 

湯川 義彦 
国土交通省 近畿運輸局  
大阪運輸支局 首席運輸専門官（総務企画） 

田内 文雄 
国土交通省 近畿運輸局  
大阪運輸支局 首席運輸専門官（輸送） 

安渡 優 
大阪府  
都市整備部 交通道路室 道路整備課 参事 

土井 圭子 公募による市民 交通利用者 
（市民） 山口 圭一 公募による市民 

齋藤 利夫 
高齢者団体 
枚方市老人クラブ連合会 副会長 

交通利用者 
（市民団体） 

山内 里史 
障害者団体 
障害者労働センター 代表 

浜田 坦 枚方市コミュニティ連絡協議会 幹事 

鎌田 徹 
公共交通に関する活動をしている NPO法人 
NPO法人ひらかた環境ネットワーク会議 公共交通部
会長 

谷本 雅洋 北大阪商工会議所 中小企業相談所 所長 
経済 
（商工業団体） 

枚方市総合交通計画協議会 
（会長：大阪大学 特任教授 土井 勉） 

枚方市総合交通計画協議会 事務局 
（枚方市 土木部 土木政策課） 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

人口の減少や高齢化社会が進展していく中で、将来のまちのあり方を考えな

がら、安全、快適で利用し易い交通環境の確保等、歩行者や自転車を中心とし

た、また公共交通を優先させる今後の都市交通の施策展開を図る必要がある。

したがって、市民、交通事業者および枚方市が互いに連携し、ハードとソフト

の施策を適切に組み合わせた総合交通計画の策定すること目的とする。 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

  

地域の概況と交通の現状 
・上位計画、関連計画 

アンケート調査 
・市民の移動実態 
・交通に関する満足度 

ワークショップ 
・交通環境の課題の共有 
・交通課題解決策の方向性の模索 

現状の問題点 
将来目指すべき姿からみた課題 
 

【基本計画の理念】 

基本方針 

・実施プログラムの検討 
・評価方法の検討 
・推進体制の検討 

枚方市交通計画の策定 



 ３ 調査圏域図 

 

枚方市 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 【案】（平成 30年 12月策定予定） 

 

Ⅰ総合交通計画がめざすもの 
人口減少、超高齢社会の到来、地球環境問題の深刻化、経済成長の停滞、厳しい財政的制約な

ど、全国的にもこれまでに経験したことのない社会状況を迎えています。そのようななかにおい

て、各地域における都市づくりの方向性は、都市機能を集約するとともに、公共交通ネットワー

クでその集約拠点を有機的に連携させるという「集約型都市構造」の実現が求められています。 

枚方市総合交通計画では、そのような社会状況としっかり向き合いながら、国土交通省が定め

る都市・地域総合交通戦略要綱に基づき、魅力ある都市の将来像実現のために必要となる都市交

通環境を構築するための総合的、かつ一体的な施策展開の取り組みを示そうとするものです。 

 
Ⅱ 枚方市がめざすまちと交通 

 



交通に関わる負の影響 

 
 

 
 
 
 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

1-①-Ⅰ  
バス路線の維持・
改善・確保 

凡 例 

関連する施策 

人口減少・高

齢化の進展 

公共交通利用

者数の減少 

公共交通路線

廃止・減便 

交通手段の 

選択肢減少 

道路整備の遅滞 

局地的な渋滞の

慢性化 

交通安全

性の低下 

公共交通サー

ビスの低下 

バスの 

定時性低

下 

交通事故

の増加 

自動車利用の 

増加 

環境負荷の 

増加 

緊急時の輸送

経路の未確保 

都市強靭化へ

の対応不足 

何もしないと暮
らしにくいまち
になってしまう
のね。 

こ の ま ま 何
も し な い と
どうなる？ 

逆
の
流
れ
の
負
の
影
響 

負の影響が

増大 

外出頻度の低下 

歩行量（歩数）

の減少 

まちの賑わい低下 

社会活動の 

減少 

健康増進効果

の減少 

医療費の増大 

人的損失の増大 

都市間交流・産業・経済の停滞 

環境・社会的損失の増大 

まちの魅力低下 

都市間交

流の低下 

2-③-Ⅰ  
駅周辺の回遊
性と賑わい、
愛着がもてる
交通環境整備 

1-②-Ⅱ 
環境に配慮し
た都市の構築 

2-④-Ⅰ  
歩行空間や自
転車通行空間
の確保 
2-④-Ⅱ  
安全で安心な
交通環境の整
備 

3-⑤-Ⅰ 広域ネットワークの強化 
3-⑤-Ⅱ 渋滞緩和対策等、市内交通の連絡強化 
3-⑤-Ⅲ 道路施設の適切な維持管理 

1-②-Ⅰ  
環境にやさ
しい公共交
通等の利用
促進 

1-①-Ⅱ  
公共交通サ
ービスの向
上 

1-①-Ⅰ  
バス路線 
の維持 ･改
善・確保 

1-①-Ⅲ  
移動や外出
の促進 



Ⅲ 枚方市の交通の現状と課題 
【公共交通移動量の推移】            【過去からの変化】 

 

市民の移動の量（総トリップ数）は、夜間人口が増加しているにもかかわらず、総トリップ

数の減少がみられます。公共交通分担率が変化しない場合、公共交通の移動量は減少すること

が予測されます。平成 9（1997）年のアンケート結果と平成 28（2016）年の枚方市の交通に
関するアンケート結果を比較した結果、「人が快適で安全で移動しやすい環境を整備する」の

項目の重要率が２倍以上になっています 

 

Ⅳ パッケージで取り組む交通まちづくり 

 

 

 



Ⅴ 交通まちづくりを推進 
１．施策の評価 

交通計画の基本目標を効果的に実現するために、交通計画全体に係る指標と３つの基本方針毎

の指標を設定し、評価時点において把握可能な最新の数値によって評価を行います。 

 

２．推進管理体制（ＰＤＣＡサイクルによる施策の推進） 

交通計画は、社会情勢の変化に対応しながら、適宜、変更を行います。そのために、庁内の進

行管理体制を適切に構築し、また、交通事業者、道路管理者等の関連する主体とともに進捗状況

を確認し合いながら、管理を行います。 

 
 
 

 


